
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 2,841 本年度事業費 2,841 交付金交付額 1,420

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)
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団体名：与謝野町

福祉施設整備事業

　
　子どもから高齢者までいきいきと社会参加できる「安心と生きがいのある福祉のまちづくり」のため、地域で高
齢者を支える仕組みづくりを図るための地域福祉の基盤づくりや、乳幼児の健やかな成長を促進するため、保育
施設の良好な維持管理を行う。
　今回、高齢者の社会福祉施設である野田川老人憩の家の屋根が経年劣化し危険な状態であるためこれを改
修し、利用者の安全の確保、快適性の向上を図る。
　また、保育園の食器消毒保管庫の整備や、A重油貯蔵地下タンクの配管を改修し、園児が快適に過ごすことが
できる環境、体調管理面での安心を確保するものである。

＜野田川老人憩の家整備事業＞
　・野田川老人憩の家屋根改修

＜保育所整備事業＞
　・与謝・桑飼食器消毒保管庫整備事業
　・加悦保育園地下タンク配管工事

平成21年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　利用者が安心・安全に活動でき、快適に過ごすことが出来る環境が整備され、高齢者の心身の健康増進や生
きがいづくり、また園児の健全な心身の発達に資する。

　地域福祉の拠点整備を行うことにより高齢者保健福祉の充実が図られる。また、保育園・保育所について、より
良い環境での保育が実現できるよう整備を進めることにより、「安心と生きがいのある福祉のまちづくり」に資す
る。

　本施設は、地域の高齢者の生きがいづくりやレクリエーション等のための場を提供しており、利用率は高くなっ
ていることから、利用者の安全・快適性の維持が図られる。これにより、高齢者の社会参加が促進され、生きがい
を持った生活や健康づくり、さらにはまちの活性化につながるものである。

　経年劣化により危険な状態となっていた施設を改修することで、利用者の安全の確保が図られる。また、合併
後の各保育園（所）の整備状況の差異を是正し、園児が快適に過ごすことが出来る環境、体調面での安心の確
保が図られる。

具体的な成果

　　福祉施設の充実は本町の行政を推進していく上で、非常に大きな意味を持つ。地域で高齢者を支える体制づ
くりのための基盤整備や、乳幼児の健やかな成長を促進するため、施設の良好な維持管理が不可欠となってい
る。

　利用者が安心・安全に活動でき、快適に過ごすことができる環境が整備され、町内福祉施設の環境水準の向
上に資する。

　福祉施設は、災害時の使用も想定されているため、その使用に十分耐えうるものとする。

　施設の老朽化に伴い、適切な時期に整備を行うことで、施設の長寿命化を図ることができる。


